
はじめに



第１章　ソーシャルワークの展開
１．ソーシャルワークとは

〔ソーシャルワークの定義〕



２．MSWとは

〔医療ソーシャルワーカー業務指針（一部）〕

①療養中の心理的・社会的問題の解決、調整援助

②退院援助

③社会復帰援助

④受診、受療援助

⑤経済的問題の解決、調整援助



⑥地域活動

第２章　医療と福祉の連携
１．実習を通して学んだ連携
（１）医療従事者とMSWの関係

（２）クライエントの利益のために



２．連携教育セミナーでの実習から学んだ連携
（１）事例を読み解く

事例：Ｔさん

※ 半側空間無視



［課題点］

（２）クライエント・関係職種への調査

1：Ｔさん・ご家族とのインタビュー



2：関連職種へのインタビュー

3：インタビューを通して学んだこと

（３）対応策の検討



［対応策］

［対応策］

［対応策］

［対応策］



第３章　援助の実際
1．バイステックの7原則

［原則１］クライエントを個人として捉える（個別化）

［原則２］クライエントの感情表現を大切にする（意図的な感情の表出）



［原則３］援助者は自分の感情を自覚して吟味する（統制された情緒的関与）

［原則４］受けとめる（受容）

［原則５］クライエントを一方的に非難しない（非審判的態度）

［原則６］クライエントの自己決定を促して尊重する（クライエントの自己決定）

［原則７］秘密を保持して信頼感を醸成する（秘密保持）



2．ケースにみるバイステックの7原則

事例：Ｉさん

（１）Ｉさんとのかかわり



（２）援助者の姿勢

第４章　クライエントと直接かかわるということ

１．信頼関係の形成

事例：Ｏさん



２．クライエントの姿を把握する

むすびにかえて





『人の役に立つ仕事に就こうとしている君です
誰かから喜ばれる人になる為には
まず自分の家族を大切にし

役に立てる人間になることです』
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